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✦課題に対応したコース体系

生産性向上に関する知識・手法の習得をめざす職業訓練

✦講義と演習で構成された
  実践的なカリキュラム

業務改善 リーダー育成 ノウハウ継承

顧客拡大 デジタル技術の活用

・職場のリーダーに求められる
統率力の向上

・後輩指導力の向上と中堅・
ベテラン従業員の役割 など

・生産現場の問題解決
・品質管理実践
・業務効率向上のための時間管理
・成果を上げる業務改善 など

・効果的なＯＪＴを実施する
ための指導法

・作業手順の作成による
ノウハウの継承 など

ITの活用
・Pythonを活用した事務業務の
効率化

・生成ＡＩの活用
・ＲＰＡ活用 など

・業務に役立つ表計算ソフトの
関数活用

・相手に伝わるプレゼン
資料作成 など

・ビジネス現場における交渉力
・提案型営業実践
・マーケティング戦略概論
・顧客分析手法 など

年間受講者数 受講者満足度

✦豊富な知識と経験を有する講師 ％人

オープンコース 公募のコースに１名様からお申し込み
◆会      場  当センター、民間教育機関など滋賀県内
◆訓練時間数 ６時間あるいは１２時間
◆受 講 料  2,200円/人、3,300円/人（税込み）
◆定      員  各コース １５人（先着順）
◆申込締切日 コース開講日の１４日前
事業主の指示によらない個人受講はできません。

オーダーコース １０名様以上でのお申し込み
貴社の会議室等での開催、オンライン開催もできます。
課題に合わせて内容をカスタマイズできます。
ご相談から開催までに３か月程度要します。
予算に限りがあり、ご要望に沿えないこともあります。
まずはご相談ください。

サブスク型 動画視聴によるｅラーニング形式
◆受 講 期 間  ２か月間
◆訓練時間数 ４時間程度×３コース
◆受 講 料  920円/人（税込み）

受講した社員から、生産・業務のプロセスの改
善、生産現場の問題解決等に役立つ内容であっ
たと聞いており、受講してもらってよかった
（K社・彦根市）

支給要件を満たせば、人材開
発支援助成金（厚生労働省）
を利用することができます。
受講のお申し込み前に管轄の
労働局にご確認ください。

滋賀労働局助成金センター
TEL : 077-526-8251

コスパよし講師よし内容よし



訓練コース

生産計画と工程管理 品質管理基本 生成AIの活用

作業手順の作成による
ノウハウの継承 ビジネス現場における交渉力

分野 Ａ.品質保証・管理
－品質保証・管理手法

対象 初任層
項目 品質管理の考え方、

ＱＣ７つ道具

分野 Ａ.生産管理－工程管理
対象 中堅層
項目 工程管理の考え方、

生産計画の立案と作成手順

分野 A.バックオフィス
－新技術活用

対象 中堅層、管理者層
項目 生成ＡＩの概要、生成ＡＩ

の活用事例と今後の展望

業務に役立つ表計算ソフトの
関数活用

分野 Ｃ.営業・販売－顧客拡大
対象 初任層
項目 ビジネスネゴシエーション、

BATNAを想定した交渉術、
交渉戦略

分野 Ｄ.データ活用
－表計算ソフト活用

項目 データの処理、関数の実務
活用、生成ＡＩの活用

分野 Ｂ.生涯キャリア形成
－技能・ノウハウ継承

対象 中高年齢層
項目 ナレッジマネジメント、

作業分解、作業手順の作成

成果を上げる業務改善 職場のリーダーに求められる
統率力の向上

後輩指導力の向上と
中堅・ベテラン従業員の役割

分野 Ｂ.組織マネジメント
－組織力強化

対象 管理者層
項目 組織の管理、職場の生産性

と統率力、職場の情報伝達

分野 Ｂ.生涯キャリア形成
－役割の変化への対応

対象 中高年齢層
項目 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞを活用した指導法、

ｺｰﾁﾝｸﾞを活用した指導法

分野 Ｂ.組織マネジメント
－組織力強化

対象 中堅層
項目 業務改善と業務の可視化、

業務改善手法

訓練コース体系
生産性向上支援訓練

Ａ.生産・業務
プロセスの改善

生産管理
生産・開発計画
工程管理
管理手法
原価管理
製品出荷・在庫管理
購買・原材料在庫管理・払出
品質保証・管理
品質保証・管理手法
流通・物流
流通・物流
バックオフィス
クラウド・IoT導入
システム導入
新技術活用
財務管理

B.横断的課題

組織マネジメント
経営戦略
リスクマネジメント
ナレッジマネジメント
組織力強化
生涯キャリア形成
役割の変化への対応
技能・ノウハウ継承

C.売上げ増加

営業・販売
顧客拡大
顧客情報
マーケティング
概論
顧客拡大
企画・価格
サービス・商品開発
プロモーション
販売促進

Ｄ.ＩＴ業務改善

ネットワーク
ネットワーク活用
データ活用
表計算ソフト活用
データベースソフト活用
ワープロソフト活用
情報発信
プレゼンテーション
ソフト活用
インターネット活用
倫理・セキュリティ
セキュリティ対策

生産性向上支援訓練は、訓練目的により４つのカテゴリ（Ａ～Ｄ）に分類され、分野別・
階層別（初任層、中堅層、管理者層、中高年齢層）に訓練コースが体系化されています。

カリキュラムモデルが130コース程度あります。その中から、オープンコースはニーズ
を踏まえて毎年度選定し、オーダーコースは貴社の課題に合わせて選択いただきます。
サブスク型は、ＤＸ対応コース（ＩＴツールを活用した業務改善、ＡＩ（人工知能）活
用、効率よく分析するためのデータ集計）と生産性向上コース（業務効率向上のための
時間管理、成果を上げる業務改善、職場のリーダーに求められる統率力の向上）です。
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【コース例】

【訓練分野】


